
【令和元年度】

「大宮通り号」

大宮通り（おおみやどおり）は、阪神方面から阪奈道路や第二阪奈道路などを通じて奈良市宝来町から

近鉄奈良駅前までを東西に延びる４車線道で、興福寺・東大寺・春日大社・奈良公園など奈良市中心部

を代表する観光地に直結する奈良のメインストリートです。

２０２０年４月。この大宮通り沿いに、ホテルを核とした賑わいと交流の拠点整備事業として、日本初

進出となる最高級ホテルブランド「ＪＷマリオットホテル奈良」や、奈良の新たな観光交流拠点として

「奈良県コンベンションセンター」、外観に校倉造りを想起させる「ＮＨＫ新奈良放送会館」の３施設

が完成致しました。

これにより、景観整備に取り組む「大宮通り」の魅力を全国にアピールすることを目的として、ラッピ

ングトラック「大宮通り号」を製作致しました。

沿道には、国営平城宮跡歴史公園に復元された「遣唐使船」や、往時の隆盛を偲ばせる「朱雀門」など

を横目に眺めながら、若草山・春日山・高円山の山並みが正面に迫る時、古代と現代が交差し融合する

「大宮通り」の景観の魅力にお気づき頂ければと考えています。

私たち奈良県トラック協会では、輸送トラックにラッピングデザインを施して全国を走行することによ

り、多くの方々に奈良県の持つ奥深い歴史や文化に興味を持って頂ける契機となる事を願っています。

奈良県トラック協会



【平成30年度】

「伝統工芸なら号」

かつて都が置かれていた奈良県では、古くからすぐれた工芸品の需要が多く、製作が盛んに行われてい

ました。「県指定工芸品のひとつである赤膚焼は、大和郡山城主であった豊臣秀長が、常滑の陶工を招

いて窯を築いたのが始まりといわれており、乳白色の柔らかい風合いや奈良絵文様等が特徴の陶器です。

同じく県指定工芸品である奈良団扇は、奈良時代に春日大社の神官が軍扇の形にならって作ったのが始

まりといわれており、江戸時代に大成し、明治の初めには透かし彫り団扇も復興しました。こうした奈

良県の伝統工芸の魅力を発信するため、このたびラッピングトラック事業を実施いたします。

「奈良県立美術館号」

近世日本画、浮世絵、美術工芸品のコレクションを中心に１９７３年開館した奈良県立美術館。後に同

じく近世日本絵画や浮世絵からなる由良哲次のコレクション、奈良県出身の陶芸家・富本憲吉の作品コ

レクション、具体美術協会の他、日本の戦後現代美術のコレクターであった大橋化学工業株式会社社長

・大橋嘉一のコレクションを収集し、所蔵品は４，１００点を超えています。

近鉄奈良駅から徒歩５分程度に位置し、アクセス支便な同館は、年４回の企画展や特別展の開催など、

県内はもとより、観光に訪れる人々をも楽しませてくれています。今回のラッピングトラックはこの「奈

良県立美術館」に焦点を当て、奈良県立美術館のコレクションの中より、奈良にゆかりの作家・工芸家

の作品を中心に構成しました。中でも奈良ゆかり幻の画家として名高い、不染鉄（ふせんてつ）の「い

ちょう」や、鹿の画家として有名な浜田葆光（はまだ やすみつ）の「水辺の鹿」をメインとし、陶芸

家・富本憲吉の代表作などを配すことにより、近現代に於ける芸術文化の発信地であった「奈良」を再

認識して頂くことが目的です。奈良県の懐深い芸術文化の香りを輸送トラックに載せ、全国各地を走行

することにより、多くの方々に悠久の歴史だけではない奈良の魅力にも興味を持って頂ければと考えて

います。

奈良県トラック協会



【平成29年度】

「伝統工芸なら号」

かつて都が置かれていた奈良県では、古くからすぐれた工芸品の需要が多く、製作が盛んに行われてい

ました 「県指定工芸品のひとつである赤膚焼は、大和郡山城主であった豊臣秀長が、常滑の陶工を招。

、 。いて窯を築いたのが始まりといわれており 乳白色の柔らかい風合いや奈良絵文様等が特徴の陶器です

同じく県指定工芸品である奈良団扇は、奈良時代に春日大社の神官が軍扇の形にならって作ったのが始

まりといわれており、江戸時代に大成し、明治の初めには透かし彫り団扇も復興しました。こうした奈

良県の伝統工芸の魅力を発信するため、このたびラッピングトラック事業を実施いたします。

「平城宮跡歴史公園号」

平城宮跡は、日本の律令国家が形成された奈良時代の政治・文化の中心として、多くの重要な遺構が確

認されており、学術上きわめて価値の高い文化財として、昭和２６年度に特別史跡に指定され、平成１

０年度には世界遺産に登録されています。奈良県では 「古都奈良の歴史的・文化的景観の中で、平城、

宮跡の保存と活用を通じて “奈良時代を今に感じる”空間」として、事業化された国営公園と連携し、

て県営公園区域の事業を進めてまいりました。このたび 「朱雀門ひろば」等について整備が進み、平、

成３０年３月２４日に「平城宮跡歴史公園」としてオープンすることから、ラッピングトラック事業を

実施し、広く発信いたします。

奈良県トラック協会



【平成28年度】

「国文祭・障文祭なら2017号」

「第３２回国民文化祭・なら２０１７ 「第１７回全国障害者芸術・文化祭なら大会」は、９月１日か」

ら１１月３０日の３ヶ月間行われ、日本文化のはじまりの地、奈良に全国から様々な文化芸術活動を行

う多くの人が集まり、日頃の活動成果や交流を図る国内最大級の文化の祭典です。これまではオリンピ

ック、パラリンピックのように、それぞれ別々に行われていましたが、奈良県ではこの二つの催しを全

国初の取り組みとして、一体的に開催いたします。この大会の開催を全国に発信していく方法の一つと

して、ロゴマークや「国文祭・障文祭なら２０１７」ＰＲ用の装いである紋付袴姿のせんとくんを配し

たラッピングトラックとしています。

（平成２９年１１月３０日まで走行）

「なら食と農の魅力創造国際大学校号」

奈良県の農業振興を図るためには、農産物の高付加価値化が重要な課題となっています。そのため、

県では、農業の６次産業化の推進と奈良の美味しい「食」づくりを進めて参りました。この取組みを

さらに推進するため 農業の６次産業化の実践を担う人材育成の拠点として 奈良県農業大学校に 農、 、 「

に強い食の担い手」を育成する「フードクリエイティブ学科」を新設し 「なら食と農の魅力創造国際、

大学校 （通称：ＮＡＦＩＣ：ナフィック）として再編、平成２８年４月に開校しました。なら食と農」

の魅力創造国際大学校では、これまでにない実学教育で、生産・調理・加工・流通などを担う次世代

の「食」と「農」のトップランナーを育成します。

奈良県トラック協会



【平成27年度】

「奈良県の伝統工芸号」

奈良を代表する伝統工芸である高山茶筌・奈良筆・赤膚焼・吉野手漉き和紙等は、永い歴史の中で培わ

れた技術と伝統を現代に伝え、私たちの生活に潤いを与えてくれています。中でも「国指定伝統的工芸

品」である「奈良筆」は、今から１２００年前、唐に渡った空海が筆作りの技法を日本に持ち帰り大和

の国で広めたと言われており、また、同じく「国指定伝統的工芸品」である「高山茶筌」は奈良の地に

おいて茶道の礎を築いた村田珠光の侘び茶の普及と共に発展し、室町後期から約５００年の歴史を持っ

ています。これらの歴史深い奈良県の伝統工芸品を全国の方々に興味を持って頂く方法の一つとして､

ラッピングトラック事業を実施致しました。

「漢方薬ゆかりの地号」

近年、予防医学の意義が再認識されつつあり、「未病を治す」漢方が世界的に注目を集めています。漢

方や生薬製剤について、奈良時代にまで遡る文化的・歴史的厚みや、地場産業として配置薬業が発展

してきた奈良県。なかでも生薬としては、代表的な婦人薬であるヤマトトウキは１７世紀中頃から大

和などで自生していたものを栽培し利用されてきました。また、奈良時代に渡来した薬用植物のシャ

クヤクやアカヤジオウは、奈良県に縁のある薬草で、ジオウは橿原市に「地黄町」という地名が今な

お残っています。こうした奈良県に古くからゆかりのある生薬の栽培と普及に力を注ぐ奈良県を全国

にアピールする方法の一つとして、ラッピングトラック事業を実施致しました。

奈良県トラック協会



【平成26年度】

「奈良の木ブランド号」
奈良の木をつかおう！

この森林は、吉野郡川上村にある樹齢３００年近いスギの人工林です。日本の三大人工美林の一つに

数えられ、吉野材として高級建築部材などに利用されてきました。

奈良県は、吉野材に代表される高級材の産地として、古くから建築用材を専門に製材する工場が各地に

集積しています。

しかし、近年、住宅着工戸数の減少や住宅様式の洋風化などの影響で、これまで得意としてきた高級建

築部材が売れない厳しい状況にあります。

そのため県では、これまでの「高級材を選んで出す林業」から「根本の太い部分から細い幹まで全てを

搬出して多用途に供給する林業」へ転換し、製材・加工・流通での受け皿の確保と競争力ある木材産業

を構築するとともに、マーケットでの県産材製品の流通拡大を実現するための取り組みを進めることと

しています。

このため、建築物などでの利用拡大を進めるためのＰＲ活動を実施し、高級材の需要が見込める首都圏

等への売り込みにも力を入れています。

これらの取り組みを全国に発信していく方法の一つとして、「奈良の木をつかおう！」と題したラッピ

ングトラック事業を実施致しました。

「春日大社式年造替号」
春日大社 第六十次式年造替

春日大社は、奈良時代の７６８年に鹿島神宮の武甕 槌 命 、香取神宮の経津 主 命 と枚岡神社の
たけみかづちのみこと ふ つ ぬしのみこと

天 児屋根 命 ・比売神をお迎えして御蓋山のふもとに創建されました。
あめの こ や ねのみこと ひ め がみ

「式年」とは「定まった一定の年限」、「造替」とは「社殿を造り替える」という意味です。神さまが

引っ越しされることを「遷宮」といいますが、春日大社では本殿の位置は変えずに、建て替え、ある

いは修復を行うため「造替」といいます。

創建以来１２００年にわたって御殿の建て替えと御神宝の新調がほぼ２０年に一度、繰り返し行われ

てきました。

第六十次という区切りとなる式年造替の行事を全国に情報発信する方法の一つとして、ラッピングト

ラック事業を実施致しました。

（平成２８年１１月６日まで走行）

奈良県トラック協会



第３４回全国豊かな海づくり大会～やまと～

主 催 豊かな海づくり大会推進委員会

第３４回全国豊かな海づくり大会奈良県実行委員会

後 援 農林水産省、環境省

開 催 日 平成２６年１１月１５日（土）、１６日（日）

開催場所 吉野郡大淀町、吉野郡川上村、五條市、橿原市

大会テーマ

ゆたかなる 森がはぐくむ 川と海

ラッピングトラック走行の趣旨

公益社団法人奈良県トラック協会は、物流の基幹産業であるトラック運送事業の適正な運営を確保し、事故

防止を図りながら、事業の社会的地位の向上を目的としています。

第３４回全国豊かな海づくり大会の協賛団体として、奈良県のさかな（きんぎょ、あゆ、あまご）や、安全

性優良事業所（Ｇマーク）をラッピングしたトラックが走行しました。

（平成２６年１１月１６日まで走行）

奈良県トラック協会



【平成25年度】
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